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　皆様こんにちは。第6回例会に、ご出席頂きありがとうございます。
　世間では株価の急落、高騰、急激な円高などの連日新聞のトップを賑あわせておりますが、皆様大丈
夫でしょうか？
　本日は、私の仕事柄で先日通知のあった、令和4年9月20日に全面施行された、「重要土地等調査法」
について、少しお話をします。つい3ヶ月前の令和6年5月15日に注視区域・特別注視区域内の土地が指
定され、その翌月の令和6年6月26日に内閣府から区域のウェブ公開がされています。

　今頃かと思われますが、日本の不動産は外国籍の方でも「在留カード・特別永住者証明書」などがあれば、不動産の
取得が可能です。余談ですが私が京都で勤めていた時、所有者の「クリッツアー」さんと言うアメリカ人の印鑑を見て、「ク
ソッツアー」になっていたので思わず吹き出してしまったのを思い出します。
　かねてから、安全保障上の問題で基地周辺土地の外国人への売買等が懸念されてきました。これを把握し、機能阻害
行為が行われることを防止するための法律のようです。
　この法律では重要施設（防衛関係施設等）の周囲おおむね1,000メートルの区域内及び国境離島等の区域内の区域で、
その区域内にある土地等（土地及び建物）が機能阻害行為（重要施設や国境離島等の機能を阻害する行為）の用に供さ
れることを特に防止する必要があるものを、注視区域として指定することとしています。
　また、重要施設や国境離島等の機能が特に重要、又はその機能を阻害することが容易で、他の重要施設や国境離島等
によるその機能の代替が困難である場合は、注視区域を特別注視区域として指定することとしています。
　これにより、特別注視区域内にある土地等に関する所有権等の移転又は設定をする契約を締結する場合には、契約の
当事者に、届出を求めることとしています。特別注視区域内にある土地等であって、その面積（建物にあっては各階の
床面積の合計）が200平方メートル以上のものが対象となります。契約の当事者（売主及び買主の双方）は、法令に定め
られた事項を内閣総理大臣に届け出る必要があり、かなりハードルの高いものとなりました。
　和歌山県では由良町の由良基地周辺、美浜町の和歌山駐屯地付近、串本町の航空自衛隊串本基地周辺が指定されてい
るようです。その周辺での土地売買については、皆様ご留意をお願います。かつてバブルの時代に賑わせた、「国土利用
計画法」のようにザル法にならないことを願っています。
　それでは本日の例会よろしくお願いします。

会 長 報 告� 片岡　聖佳  会長

◦こばと学園の夏まつりが9月14日（土）15時～18時の間に開催されます。
　当クラブも参加協力したいと思いますのでご参加よろしくお願いします。

委 員 会 報 告 � 青少年奉仕委員会　釣谷  泰介  委員長

◦2024年8月のロータリーレートは1ドル
154円となります。

幹 事 報 告 � 藤村　孝義  副幹事
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奥村　申二さん
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皆出席表彰

　今回の卓話では、和歌山県の重点施策
のうち、主なものを紹介させていただきます。
　まずは、次世代を担うこどもたちにとって
一番の利益を考える「こどもまんなか社会」
の実現に向けた取組です。子育て世帯の経

済的負担を軽減すべく、学校給食費の無償化を今年の10月
から開始できるよう準備を進めているほか、地域交流、多世
代交流の場であるこども食堂の新規開設支援、運営のサポー
トなども行っています。
　次に、南海トラフ地震等の自然災害から県民の命と暮らし

卓話「和歌山県の重点施策について」� 和歌山県知事　岸本　周平  さん
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例会日
木曜日  12時30分

❶真実かどうか ❷みんなに公平か

❸好意と友情を深めるか ❹みんなのためになるかどうか

出席報告 会員数 54名（内出席規定適用免除会員8名）

山中　斉　出席委員 8月8日（本日） 37名/49名 75.5% 皆さん、出席してください。

■柏原康文ガバナー補佐をお迎えしてクラブ協議会�

■お誕生日お祝い�
田原　久一さん　8月　2日、塩路　泰進さん　8月　4日
佐藤　義記さん　8月　8日、八幡　浩充さん　8月  17日

■ピアノ演奏� 中井　利枝さん
心の波紋　   （アンドレ・ギャニオン）
海の見える丘（アンドレ・ギャニオン）

■卓話「和歌山の力になる、トライアンズの地域貢献」�
� 一般社団法人 和歌山トライアンズ 代表　永広  敏之さん

■卓話「和歌山県の重点施策について」�
� 和歌山県知事　岸本　周平さん

本日の例会� 8月22日（木） 次回の例会� 8月29日（木）

前回の例会� 8月8日（木）

山本　進三さん	 岸本知事、本日は卓話よろしくお願いします。
角谷　芳伸さん	 岸本知事、本日はお忙しい中お越しいた

だきありがとうございます。
樫畑　友洋さん	 岸本知事、本日はご多忙のところ、お越し

頂きありがとうございます。
赤井　雅哉さん	 岸本知事、卓話ありがとうございます。
乾　　敦雄さん	 和歌山県知事岸本周平様、本日はどうぞ

よろしくお願いします。
佐藤　義記さん	 岸本知事、お忙しい中お越しいただきあり

がとうございます。
竹村　克治さん	 暑いですね。ヨロシクお願いします。
西岡　　崇さん	 素晴らしい卓話ありがとうございます。
加納　研次さん	 岸本知事様、本日はありがとうございます。
奥村　申二さん	 岸本知事、本日の卓話よろしくお願いします。
細川　竜二さん	 岸本知事様、本日はよろしくお願いします。
刀祢　真大さん	 岸本知事、本日は貴重なお時間ありがとう

ございます。
角野　寛典さん	 岸本知事、本日よろしくお願い致します。
宇治田大助さん	 岸本知事、本日の卓話よろしくお願いします。
島垣　利光さん	 岸本知事様、本日は卓話ありがとうござい

ます。

釣谷　泰介さん	 岸本知事、本日の卓話よろしくお願いします。
八幡　浩充さん	 岸本県知事、本日はお忙しい中卓話本当

に有り難うございます。
山中　　斉さん	 岸本知事、本日はどうぞよろしくお願いし

ます。
吉村　　享さん	 岸本知事、本日卓話よろしくお願いします。
竹中　俊行さん	 岸本知事様本日の卓話よろしくお願い致し

ます。
崎山　　稔さん	 岸本知事、本日は宜しくお願いいたします。
崎山　　稔さん	 佐藤さんお誕生日おめでとうございます。
	 まさか、うちの息子が同じ誕生日だなんて

この上ない幸せです。
	 今後とも宜しくお願いいたします。
保井　元吾さん	 岸本知事今日はありがとうございます。
	 秋の和歌浦での1300年大祭がんばり

ます。よろしくお願いいたします
片岡　聖佳さん	 和歌山県知事岸本周平様、本日はありが

とうございます。
藤村　孝義さん	 知事いそがしい中卓話よろしくお願いします。
枡岡　一樹さん	 和歌山県知事岸本周平様卓話よろしくお

願いします。

本日の累計…33,000円（計25名26件）　〔お誕生日お祝…30,000円　奥様花お礼…20,000円　皆出席表彰…5,000円　その他…294,000円　累計…349,000円〕

にこにこ箱にこにこ箱 ありがとうございました

を守る取組です。防災・減災対策の見直しや被災者の生活
再建支援制度の充実を図るとともに、トイレトラックや防災コ
ンテナの導入、ドローンの活用など、新たな知見・技術を導
入した対策も進めています。
　県内産業の強化を図る取組も欠かせません。脱炭素社会
への移行に向け、再生可能エネルギーの普及やサーキュラー
エコノミー（循環経済）への転換を推進し、脱炭素先進県
を目指します。農林水産業の分野においては、木材生産の
コスト低減が図られる林道整備を進めるほか、農業の新規担
い手支援の拡充も図っています。
　さらに、今年は「紀伊山地の霊場と参詣道」が世界遺産
に登録されて20年となる記念の年です。来年には、「大阪・
関西万博」も開催されます。これらを、国内外に和歌山県の

魅力を発信する絶好のチャンスと捉え、「聖地リゾート！和歌山」
のキャッチフレーズのもと、多様な記念イベントの開催やチャー
ター便、クルーズ客船の誘致等の取組により、県内全域で観
光産業を盛り上げていきます。
　一方、和歌山県を取り巻く環境は大変厳しく、更なる少子
化、生産年齢人口の減少、高齢者の増加を見据え、いかに
県政運営を持続可能なものにするかが求められます。このた
め、2040年頃を展望した和歌山県の目指すべき姿とそれを
実現するための政策の方向性を示す新たな総合計画の策定
に着手しています。
和歌山県の未来について県民の皆様と議論を尽くして策定す
る総合計画のもと、人口減少下であっても、すべての人が希
望をもって生き生きと暮らせる和歌山県の実現を目指します。


